
東京都府中市に立地する「府中市立府中第三小学校」は、市の計画に則り、令和5年度より校舎・ブール・体育館の全面的な建て替えを開始。2025（令和7）年3月に新校舎が完成した。

水まわりの特長
建物の特徴
「府中市立府中第三小学校」は、府中市が進める「学校施設改築・長寿命化改修計画」に基づいて改築。計画に際しては、令和2年度からワークショップを開催するなど、学校関係者や市民の意見を取り入れて、改築基本構想の作成に着手。新しい学校づくりの考え方が具現化され、充実した施設環境が整備された新校舎が誕生した。校舎は「みんなの“大きな家”」がコンセプト。中央には3Fまで吹き抜けでつないだ大階段があり、上部に設けたハイサイドライトで学校全体を明るく通風に優れた環境となるよう計画。また、地域コミュニティ拠点としての機能を持ち、地域ラウンジや多目的ルームといった地域開放ゾーンは、災害時にそのまま避難所ゾーンとして活用できるように、セキュリティ区画が明確に整備されている。

トイレの特長
府中市における改築に伴う基本構想より策定した「府中第三小学校」の整備方針に沿って、校舎のすべてのフロアにみんなのトイレを設置し、バリアフリー化を図った。さらに環境・省エネルギー配慮計画に則り、雨水をトイレ洗浄水に活用。機器や設備も、環境、省エネルギー性能に優れたものを選定。大便器は、節水性に優れ連続洗浄可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式、便座は、ボタンを押すたびに発電し電源工事や乾電池交換が不要なエコリモコンを搭載したウォシュレットアプリコットPを採用している。小便器は、床の清掃性や節水性に優れた壁掛型の自動洗浄小便器、洗面コーナーには、非接触で手洗いができる自動水栓を設置し、新しい学校づくりにふさわしい環境が整備されている。

建築概要
名称	 府中市立府中第三小学校
所在地	 東京都府中市片町3-5
施主	 府中市
設計	 教育施設研究所・松田平田設計 設計共同企業体
施工	 建築　　　林・敏・田丸屋建設共同企業体
	 衛生設備　株式会社喬生
竣工年月	 2025年2月
敷地面積	 24,611.22㎡
建築面積	 5,749.78㎡
延床面積	 10,872.89㎡
構造・階数	 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造・地上3階

おもなTOTO使用機器
パブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式：CFS498B、CFS497BP
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5534AU
ウォシュレット アプリコットP（温風乾燥付きエコリモコン）：TCF5841P
棚付二連紙巻器：YH701／自動洗浄小便器：UFS900系
台付自動水栓：TLE28005J／電気温水器：REW25A1BK
フラットカウンター・バリアフリートイレパック：	 XPDA0RS7211WWG、
XPDA0LS7211WWG 
コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAZ01R2A1AND2BA
収納式多目的シート：EWC520ARN／ベビーシート：YKA25N
化粧鏡：YMK52、YM6090A

男女トイレともに、大便器はパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式、便座はウォシュレットアプリコットP。リモコンはボタンを押すたびに発電し、電源工事や乾電池交換不要なエコリモコンを採用している。小便器は、床の清掃性や節水性に優れた壁掛型の自動洗浄小便器を設置。曲線状に配置されたレイアウトは、並んで使用する際の視線への配慮とともに、ワクワク感を取り入れた空間デザインとなっている。トイレは清潔感のある白を基調とし、各トイレ毎に異なるアクセントカラーが鮮やかに際立つ。男女トイレともに入口付近にベンチを設置し、荷物置き配慮や児童同士のコミュニケーションの場として使用できる。

校舎の中央に、1F昇降口から3Fまでを吹き抜けでつないだ大階段を配置。上部にハイサイドライトを設けた明るい空間となっており、隣接した学習ラウンジとともに、教室の枠を超えた多様な学習活動の場となっている。

ゆとりある幅のある廊下には、お家の中にいるように造作された落ち着けるベンチを設置。手洗いコーナーは、石けんボトルを置けるデッキのあるタイプとし、使いやすさに配慮してあふれ面の高さを変更している。1Fに、2ヶ所設置されたみんなのトイレは、使いやすさと同時に空間としての統一感のあるデザインを実現したフラットカウンター・バリアフリートイレパックを採用。さまざまな使用に対応できるように設備を整えている。みんなのトイレは、主に車いす使用者に配慮し、必要な器具がパッケージされたコンパクト・バリアフリートイレパックを採用。入口の扉は明かり窓付きの引戸とし、トイレの空き状況がわかりやすい配慮がなされている。

ドアレスとなっている児童用トイレの入口には、デザインされたわかりやすいピクトグラムと文字を表示。視認性のよさを最優先として、女子は赤色、男子は青色のカラーを選定している。
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トイレ入口 ドアレスとなっている児童用トイレの入
口には、デザインされたわかりやすいピ
クトグラムと文字を表示。視認性のよさ
を最優先として、女子は赤色、男子は
青色のカラーを選定している。

2・3F みんなのトイレ みんなのトイレは、主に車いす使用者
に配慮し、必要な器具がパッケージさ
れたコンパクト・バリアフリートイレパック
を採用。入口の扉は明かり窓付きの
引戸とし、トイレの空き状況がわかりや
すい配慮がなされている。

1F みんなのトイレ 1Fに、2ヶ所設置されたみんなのトイレ
は、使いやすさと同時に空間としての
統一感のあるデザインを実現したフ
ラットカウンター・バリアフリートイレパッ
クを採用。さまざまな使用に対応できる
ように設備を整えている。

廊下のベンチ・
手洗いコーナー

ゆとりある幅のある廊下には、お家の
中にいるように造作された落ち着ける
ベンチを設置。手洗いコーナーは、石
けんボトルを置けるデッキのあるタイプ
とし、使いやすさに配慮してあふれ面
の高さを変更している。

内観・案内図 校舎の中央に、1F昇降口から3Fま
でを吹き抜けでつないだ大階段を配
置。上部にハイサイドライトを設けた明
るい空間となっており、隣接した学習
ラウンジとともに、教室の枠を超えた多
様な学習活動の場となっている。

2F 男子トイレ トイレは清潔感のある白を基調とし、各
トイレ毎に異なるアクセントカラーが鮮
やかに際立つ。男女トイレともに入口
付近にベンチを設置し、荷物置き配慮
や児童同士のコミュニケーションの場
として使用できる。

2F 男子トイレ 
小便器コーナー

小便器は、床の清掃性や節水性に優
れた壁掛型の自動洗浄小便器を設
置。曲線状に配置されたレイアウトは、
並んで使用する際の視線への配慮と
ともに、ワクワク感を取り入れた空間デ
ザインとなっている。

2F 女子トイレ 男女トイレともに、大便器はパブリックコ
ンパクト便器・フラッシュタンク式、便座
はウォシュレットアプリコットP。リモコン
はボタンを押すたびに発電し、電源工
事や乾電池交換不要なエコリモコン
を採用している。
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水まわりの特長
建物の特徴
「府中市立府中第三小学校」は、府中市が進める「学校施設改築・長寿命化改
修計画」に基づいて改築。計画に際しては、令和2年度からワークショップを開催
するなど、学校関係者や市民の意見を取り入れて、改築基本構想の作成に着
手。新しい学校づくりの考え方が具現化され、充実した施設環境が整備された新
校舎が誕生した。校舎は「みんなの“大きな家”」がコンセプト。中央には3Fまで吹
き抜けでつないだ大階段があり、上部に設けたハイサイドライトで学校全体を明る
く通風に優れた環境となるよう計画。また、地域コミュニティ拠点としての機能を持
ち、地域ラウンジや多目的ルームといった地域開放ゾーンは、災害時にそのまま避
難所ゾーンとして活用できるように、セキュリティ区画が明確に整備されている。

トイレの特長
府中市における改築に伴う基本構想より策定した「府中第三小学校」の整備方
針に沿って、校舎のすべてのフロアにみんなのトイレを設置し、バリアフリー化を
図った。さらに環境・省エネルギー配慮計画に則り、雨水をトイレ洗浄水に活用。
機器や設備も、環境、省エネルギー性能に優れたものを選定。大便器は、節水性
に優れ連続洗浄可能なパブリックコンパクト便器・フラッシュタンク式、便座は、ボタ
ンを押すたびに発電し電源工事や乾電池交換が不要なエコリモコンを搭載した
ウォシュレットアプリコットPを採用している。小便器は、床の清掃性や節水性に優
れた壁掛型の自動洗浄小便器、洗面コーナーには、非接触で手洗いができる自
動水栓を設置し、新しい学校づくりにふさわしい環境が整備されている。

外観 東京都府中市に立地する「府中市立
府中第三小学校」は、市の計画に則
り、令和5年度より校舎・ブール・体育
館の全面的な建て替えを開始。2025
（令和7）年3月に新校舎が完成し
た。
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